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本日のプログラム 第 1983 回例会 2019 年 7 月 25 日（木） 

「Ｃ．Ａ 新年度活動方針」  ／  担当 会長・幹事 

 

 

 

 

＊ロータリーソング「我等の生業」斉唱 

＊お客様の紹介 

東海北陸道グループ ガバナー補佐 深瀬 清様 

各務原中央ロータリークラブ 加藤 寿久様 

＊会長あいさつ 吉田和也会長 

深瀬様には後ほど、ご挨拶と助言

及び総評を頂戴いたしますので宜

しくお願い申し上げます。又、本日

は、新入会員入会式がございます。 

後ほどご紹介させて頂きますが、長谷部貴司さん、

ようこそ関中央クラブへ、この先、共に楽しく充実

したロータリー活動をしてまいりたいと思います。

どうか宜しくお願い致します。 

さて、本日のプログラムは、クラブアッセンブリ

ーです。今日を含めまして 3回に分けて、各委員会

の委員長には、基本方針、事業計画の発表をして頂

きます。皆様、ご承知の通りかと思いますが、我が

クラブは、継続事業の森林整備例会、長良川環境保

全、流域連携クリーン作戦例会等、関商工インター

アクトクラブやスポーツ少年団と連携して、森、川、

海へとつながる水環境及び自然環境の大切さを、森

林整備、河川清掃、水質調査を通じて学んでもらう

素晴らしい事業があります。今年度は確認が取れて

おりませんが、台北南隆ロータリークラブとの姉妹

提携による関商工高校と景文高校との交流事業。こ

れは学生に他国の教育、文化の違いを体験してもら

い、これから迎えるグローバル化の社会に対して国

際感覚を養うとても為になる事業だと思います。 

今年度は、財団の補助金を活用して、森林整備か

ら農業体験を通じて食育を考えるというプロジェク

トの下、NPO 法人子援隊さんや、同じく NPO 法人ヘル

シーライフせきさん等と協力して、農業体験として、

田植え体験をしてもらい、又稲が実った時期には、

稲刈り体験をしてもらい、その収穫した米を森林整
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備例会で、森林の伐採、植樹をして豊かな自然を守

り抜く大切さを学習した後に食べて頂き、食育とし

ての自給自足の大切さを学んでいただく事業も計画

しております。このような事業をしっかり広報して

頂いて、ロータリーの公共イメージと認知度の向上

となるようにし、その結果、新入会員さんの入会に

繋がれば良いと思っております。各委員会が、それ

ぞれの活動の場で、クラブの事業がより充実するた

めに、しっかり思いを込めて行動し、関中央ロータ

リークラブらしい色を醸し出す。そのような、基本

方針、事業計画の発表を期待して本日のご挨拶とさ

せて頂きます。 

＊ご挨拶 東海北陸道グループ 

   ガバナー補佐 深瀬 清様 

皆さんこんばんは。この度 2019

～2020 年度 2630 地区東海北陸道

グループのガバナー補佐を拝命し

ました深瀬でございます。どうか 1年間よろしくお

願い致します。 

今日は私の所属する各務原中央ロータリークラブ

の奉仕活動を紹介します。社会奉仕としましては、

各務原市内 3ロータリークラブ合同で、パークレン

ジャー活動（各務原市民公園の花壇の植栽活動）、防

犯パトロール活動（安全で安心な街づくりに貢献す

るために、市内小学校区の防犯パトロールを行う）、

年末交通安全ＰＲ活動（チラシとガムをドライバー

に渡して安全運転を呼び掛ける）などを行っており

ます。国際奉仕としましては、各務原国際交流協会

と協力して、各務原市内の保育園でサンタクロース

に扮して園児にプレゼントを渡し、園児達に夢を与

える事業を行っております。青少年奉仕としまして

は、各務原西高等学校のインターアクトクラブと合

同で、ポリオ撲滅の街頭募金活動を各務原市内で行

いました。活動の全てにおいて公共イメージ、認知

度の向上ということで、岐阜新聞、ケーブルテレビ

などに来てもらっております。 

平成も終わり、遡ってみますとロータリーに関し

ては拡大、増強を急ぎすぎ、ロータリーの情報教育

をおろそかにし、経済の低迷期に入ると会員の減少

を止めるために、その獲得に迎合した結果、ロータ

リーを知らない会員が増え、ロータリーに対する情

熱や関心、愛情が薄れ、自らの組織に自信と誇りを

失いかけている。失われた 20年と言われ、経済の競

争力の低下が続き、ロータリーもこれにお付き合い

をしている。会員減少が続き、だいたい 1年に 1ク

ラブずつ減っている状況です。会員平均年齢は 61才

を少し上回っており、今後は老と壮と青のバランス

よく増強してもらえるといいと思います。会員の収

入だけの運営の難しさ、会費を下げると支障をきた

す、新会員を獲得することが難しい。職業奉仕か真

の友情か、クラブは何を目指すのか、奉仕活動には

会員の達成感が得られるものを、ロータリーの誇り

うるもの、人生を彩る出会いがあること、優れた人

生の行動指針を持っていること、世界を変える人道

奉仕の一端を担うことができること、ロータリーの

財産はやはり会員、会員の増強もそう、ロータリア

ンの最大の奉仕であることを全員で確認しましょう。 

ロータリー財団の経緯と致しまして、1929 年組織

された翌年に初めて補助金 500 ドルを国際障害児協

会へ送りました。1947 年に、ロータリーの創設者ポ

ール・ハリスが亡くなり、多くの方から国際ロータ

リーに寄付が寄せられました。この寄付金はポー

ル・ハリス記念基金となり、その後のロータリー財

団の発展のために役立っております。1978 年補助金

プログラムを開始、プログラムの第 1号としまして

フィリピンの 600 万人の子ども達にポリオの予防接

種を実施、1985 年全世界でポリオ撲滅を目指すポリ

オプラス・プログラムを創設、2013 年世界中のロー

タリアンがグローバルなニーズに応えられるよう新

しい補助金モデル、地区補助金グローバル補助金を

導入。 

ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として

奉仕の理念を奨励し、これを育むことにある。具体

的には、次の各項を奨励することにある。 

第１ 知り合いを広めることによって奉仕の機会と

すること。 

第２ 職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事は

すべて価値あるものと認識し、社会に奉仕する機会

としてロータリアン各自の職業を高潔なものにする

こと。 



第３ ロータリアン一人一人が、個人として、また

事業および社会生活において、日々、奉仕の理念を

実践すること。 

第４ 奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネッ

トワークを通じて、国際理解、親善、平和を推進す

ること。 

以上です。1年間よろしくお願いします。 

＊新会員入会式  長谷部貴司君 

 協和コンクリート工業㈱ 代表取締役 

職業分類 コンクリート製品製造販売 

今回ご縁があり、関中央ＲＣに入会させて頂きます。

皆さま方のご指導を頂きながら、ロータリー活動を

してまいりますので、どうぞよろしくお願いします。

 

＊ガバナー補佐様によるＣ．アッセンブリー 

＊クラブ奉仕委員会 

  高井 良祐委員長 

【基本方針】 

クラブ奉仕部門各委員会の事業及び

活動計画を把握、尊重し、円滑なク

ラブ運営に努める。 

【事業計画】 

１.各委員会の事業計画が円滑に運営されるよう、連

絡・調整を図る。 

２.各委員会の行事に多数の会員が出席、参加し、楽

しい奉仕活動が出来るよう努める。 

３.各委員会の活動計画に対し、必要に応じて委員長

会議を開く。 

2 回目の副会長をさせて頂きますが、改めてクラブ

奉仕について考えていたところ、ガバナー補佐深瀬

様の所属クラブの各務原中央ロータリークラブの事

業内容を先程聞き、素晴らしいと感じました。関中

央ＲＣはベテランの会員が多く、お任せでいいかな

と考えております。1年間の行事の中で問題があれば

話し合い、円滑に進むよう努めていきたいと思いま

す。会員の皆さんが例会に来るのが楽しみで仕方が

ないといったクラブの活動ができるようにしたいと

思っておりますので、よろしくお願い致します。 

＊国際奉仕委員会 

 石原 妙生委員長 

【基本方針】 

国際奉仕の精神に基づき、世界の

人々との国際交流に努め、国際理解

と友好、親善を図る。 

【事業計画】 

１.姉妹クラブである、台北南隆ＲＣとの交流を図る。 

２.姉妹クラブと共に、高校生の国際交流事業の推進。 

３.ロータリー財団委員会と協力し、財団補助利用の

国際奉仕活動を模索する。 

 関商工高校と景文高校の交流が当クラブの大きな

柱の一本になっており、途切れることなく続くよう

に橋渡しをしていきたいと思います。台北南隆ＲＣ

との交流も毎年記念式典には招待を受け、出席させ

て頂いております。財団の補助金を使っての事業で

すが、意見を出して頂き、委員会の中で打ち合わせ

し、出来ればそういった事業をしたいと考えており

ます。1年間よろしくお願いします。 

＊Ｒ財団委員会 

 佐藤 忍委員長 

【基本方針】 

Ｒ財団の使命は「ロータリアンが、

人々の健康状態を改善し、教育への

支援を高め、貧困を救済することを通じて、世界理

解、親善、平和を達成できるようにすること」です。

この使命をもとに、次の具体的な活動を実践する。 

◯財団寄付の推進 

◯人道支援事業への積極的な参加と推進 

◯ポリオ撲滅活動の推進 

◯財団の補助金の有効活用 

【事業計画】 

１.会員すべてが、一人 150 ドル「年次寄付」と 30



ドルの「ポリオ・プラス寄付」を行う。 

２.地区補助金を利用し、Ｒ財団の使命を達成できる

よう全員で具体的なプロジェクトを考え、今年度達

成を目指す。 

３.ロータリーカード未加入者に加入を推奨する。 

ロータリー財団の寄付は、以前は個人で行ってい

ましたが、財団への寄付が年に一回もないというこ

ともあり、個人の寄付が集まるのを待っていてはい

けないということで、ある程度強制的に寄付をして

頂くことになりました。昨年度、初めて補助金を利

用して事業を行うことができ、今年度も計画が進ん

でおりますので、推進していきたいと思います。ま

た、ロータリーカードは使用額により 0.2％が財団へ

の寄付金になりますので推奨していきたいと思いま

す。皆様方の寄付のご協力をお願いします。 

＊米山記念奨学委員会 

  西田 健一委員長 

【基本方針】 

今年度、米山奨学生の世話クラブに

選出される予定です。そのためにも

米山奨学事業の理解と認識を深め、米山の寄付を全

会員が行うとともに、特別寄付金を募る活動を行う。 

【事業計画】 

１.カウンセラーの選任を行う。 

２.米山制度の理解を深めるために地区米山奨学委

員会、米山奨学生の卓話を計画する。 

３.米山奨学制度のＰＲに努め、寄付金をお願いする。 

わが関中央 RC は創立以来 3 名の奨学生の世話を

しております。1998 年、2004 年、2009 年に 1 名ず

つ世話をしております。本年度から約 5 年に一度、

大学からの距離・クラブ人数に関係なくすべての RC

に順番に依頼することに決まりまして、来年 5 月か

ら 1 年間、関中央 RC は世話クラブに決まっていま

す。毎年、ロータリー米山記念奨学事業から豆辞典

が皆さんに配布されていますのでご承知の方も多々

おられると思いますが、少しお話をさせていただき

ます。 

[支援の対象は外国人留学生] 

2018 年 4 月採用の奨学生は全国で 852 人、事業費

14 億円。民間の奨学金では国内最大規模。これまで

に累計で世界127の国と地域の留学生20,396人を支

援しています。(2018 年 7 月現在) 

[米山記念奨学の目的] 

貧しい留学生への支援が目的ではなく、勉学への真

摯な気持ちを持ち、将来有望な留学生に平和を願う

日本人の心、家族のような温かさ、そしてロータリ

ー精神を伝える人。未来に向かっての平和の懸け橋

をかける平和の人づくりの国際奉仕事業です。 

[奨学金について] 

2630 地区メンバー3,100 人余りが、1 人当たり

10,621 円寄付して奨学生を支援しています。また寄

付額よって奨学生の数が割り当てられます。(2019

年度 16 名) 

寄付額は全国 34 地区個人寄付額平均 16,068 円 

 [留学生の奨学金について] 

学部 月 10 万円(12 ヵ月支給) 

修士・博士 月 14 万円(12 ヵ月支給) 

[2019 年 4 月から 奨学生 16 名の留学先の大学] 

岐阜大学 4 名、中部学院大学 2 名、中京学院大学 1

名、岐阜経済大学 1 名、三重大学 3 名、四日市大学  

2 名、鈴鹿大学 3 名 

[2019 年 4 月から 奨学生国部人数] 

中国 6 名、ベトナム 4 名、ネパール 1 名、スリラン

カ 1 名、韓国 1 名、モンゴル 1 名、キルギス 1 名、

エジプト 1 名 

[選考基準] 

<学業> 学問に対する研究の目的、目標が明確で、研

鑽を重ねその成果を上げる努力をしている人。 

<異文化理解> 異なる文化習慣などを理解する努力

をしている人。 

<コミュニケーション能力> 言語のみならず人間関

係における円滑なコミュケーションを築き自己の確

立とともに他者を受け入れる柔軟な姿勢を持ってい

る人。 

<スケジュール> 

●2019 年 11 月 3 日米山奨学生受入世話クラブ事前

説明会 

●2020 年 1 月末世話クラブへ奨学生について連絡 

●2020年 4月 5日カウンセラー研修会 名鉄ニュー

グランドホテルにて開催 



以上事業にご理解いただき、ご協力をお願いいたし

ます。 

・ガバナー補佐 深瀬 清様による助言及び総評 

クラブ研修リーダーの研修が年に 3回程度あります

のでよろしくお願いします。市民と共に奉仕活動を

し、公共イメージの向上に努めて頂きたいと思いま

す。 

＊出席委員会 

会員数 34名、本日の出席 20名です。 

＊ニコボックス委員会 

・東海北陸道グループガバナー補佐 深瀬 清様 

本日はお世話になります。宜しく。 

・各務原中央ロータリークラブ 加藤 寿久様 

お世話になります。 

・会長・副会長・幹事 

東海北陸道グループガバナー補佐 深瀬清様、各務

原中央ＲＣ加藤寿久様、ようこそ関中央ＲＣへおい

で下さいました。よろしくご指導の程お願いします。 

21 名のご投函ありがとうございました。 

＊幹事報告 

・例会終了後、理事・役員会を行います。 

＜次例会の案内＞ 

第 1984 回 2019 年 8 月 1 日（木） 

「Ｃ．Ａ 新年度活動方針」 担当 会長・幹事 


